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河内長野市では、平成２２年３月に教育立市宣言を

行い、その施策のひとつとして、「生涯学習のまち河

内長野」を掲げ、平成２３年６月には、市民の皆様の生

涯学習の中心として、河内長野市民大学『くろまろ

塾』を開校しました。『くろまろ塾』とは、「いつで

も・どこでも・だれでも・なんでも・みずから」自

分にあった学びを見つけ、私たちの地域社会のため、

生涯にわたって学習を継続できるよう、様々な学習の

場を提供するものです。

認定講座には公益性が

高いものや健康増進につ

ながるもの、社会貢献の

ための人材育成、地域づ

くりを目指す講座等を認

定しており、市広報等で、

情報発信をしています。

また、講座を受けて終

わりではなく、市民のみ

なさんが積み重ねられた学習の成果を、単位や学位

を授与させていただくことにより、市として社会的

に表彰するしくみであり、また、生涯学習のまちづ

くり（学習の成果をまちづくりに活かしていく人材

の育成）を推進するしくみであります。

『くろまろ』とは、大化の改新の時代に国博士と

して活躍した高向玄理（たかむこのくろまろ）のこ

とで、古代河内長野で勢力のあった高向氏の出身と

言われており、本市の学びの象徴として市民大学の

名称としています。

○市域すべてが「学びの場」であること

○さまざまな地域社会の問題・課題解決を目指すソ

ーシャル・カレッジとしてのカリキュラムを目指

すこと

○市民の学びを活かす場をコーディネートすること

河内長野市民大学『くろまろ塾』の特徴
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ってます！�ま ち づ く り �

河内長野市民大学『くろまろ塾』
～生涯学習のしくみ～

河 内 長 野 市

くろまろ塾のマスコット
「くろまろ博士」



平成２３年６月に『くろまろ塾』開校式を行いまし

た。実施日時点で６００名を超える入学申込みがあり、

開校式には４８０名もの出席をいただきました。開校

式でアンケートをとったところ、「くろまろ塾に入学

した理由」は、【人生を有意義にするため】が１番多

く、【教養を高めるため】、【趣味を豊かにするため】

が続きました。また、わずか半年で２００単位（１単

位＝１時間）も取得されている塾生の方もおり、塾

生の方の『くろまろ塾』に対する大きな期待、学び

たいという意欲を感じさせられました。

開校してから半年が経ち、講座も１００を超える数に

なりました。認定講座には歴史講座や人権講座等の

座学だけでなくグループごとに分かれて、ある課題

について意見交換をするワークショップ形式の講座

もあります。また、企業との連携講座では河内長野

市内にある工場の見学や料理教室等、幅広い分野を

認定しています。

現在の課題としては、約９００名の塾生が在籍してお

り、年齢別割合は、６０・７０代が約７５％、４０・５０

代が１５％、２０・３０代が約３％と２０・３０代の子育

て・若者世代が低くなっています。仕事終わりの時

間帯で、２０代・３０代の子育て・若者世代にも興味

を更に持っていただけるような講座開発などが必要

となっています。

今後は講座だけでなく、学習を通して塾生同士が

つながりを一層深めていただけるような交流会・グ

ループ発表会等の開催をしていき、塾生のつながり

を支援していきます。

また、『くろまろ塾』は、現在策定を進めている第

２次生涯学習推進計画の中心に位置付けており、「学

習」を個人の「生きがい」や「自己実現」だけでな

く、広く社会潮流の変化に伴う社会的な課題にも目

を向け、地域の発展に役立てていただけるような人

材を育成するとともに、様々な地域活動・公共活動

に参加・参画していただけるような施策・事業等を

充実させていくことにより、さらなる地域力の向上

と協働のまちづくりを目指します。

これからの取組
～生涯学習によるまちづくり～

現在の状況
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くろまろ塾に入学した理由　※複数回答可

開校式の様子

料理講座の様子

講座の様子

河内長野市教育委員会生涯学習課（問い合わせ：０７２１－５４－０００１）




